
医師 トレーナー 歯科医 スポーツ科学 栄養 心理 その他 その他の内容 設置予定 予定年

1 日本陸上競技連盟

医事委員会、科学委
員会

20 10 0 25 3 0 0 競技会医事運営は、都道府
県陸上競技協会が担当す
る。主要な競技会の現場に
は、日本陸連NFR（National
Federation Representative)が
参加し、準備状況、救急病院
の事前確認から現場確認、次
回への改善点などを文書化し
ている。

ほとんどの大会へチームトレー
ナーを派遣している。チームドク
ターは大会規模、レベルに応じる
が、オリンピック、アジア大会、世
界選手権、アジア選手権、ジュニア
およびユース選手権、世界ハーフ
マラソン、世界クロスカントリーに
はチームドクターを帯同させてい
る。

メディカルサポートとして、JISSでの
健診、合宿所でのチェック、メールに
よる代表選手の1週間ごとコンディ
ションチェックなど、トレーナーはすべ
ての合宿に帯同している。栄養サ
ポートはジュニア、ユースを中心に実
施。

世界ジュニア、世界ユース、アジ
アジュニアには、チームドクター
チームトレーナーが帯同する。

ドーピング検査を行う競技会
へ、上記NFRを派遣し、ドーピ
ング検査が正しく行われている
か確認している。競技会外検査
については、居場所情報の提
出について厳しく指導してい
る。

ドーピング防止教育として、指導者、競技
者に対して年間を通して実施している。ま
た、1997年より、「クリーンアスリートをめ
ざして」を数年おきに発行し、全国の実業
団、大学、高校へ送付し、日本選手権、日
本ジュニア選手権、日本代表選手に配布
している。最近は三浦折のドーピング防止
便利帳も作成、配布している。

慢性障害予防のため、「ヘルシーアス
リートをめざして」という冊子を作成し、配
布した。また、科学委員会を中心に「陸連
紀要」を発行し、競技力強化情報を発信
している。

すべてのレベルの日本代表選手に
対してアンケート調査を実施してい
る。また、脚抜け障害、ジュニア慢
性障害予防、疲労骨折予防、女性
三徴予防などの調査研究、引退後
の妊よう性調査も実施。ジュニア競
技者の栄養調査も行っている。

医事委員会は現在のところ、関
与していない。

都道府県レベルにおける医務
活動を活性化させるため、都道
府県陸協医務部長会議を開催
している。また、2013年度には
各地で開催されるマラソン大会
の医務レベルを上げるためにマ
ラソンメディカルセミナーを開催
予定である。

 スタジアム内での練習や競技会については、PDCAサイクルをま
わす安全のガイドラインを策定した。また、ロードレースにおける安
全性向上のため、主催者に向けたロードレースガイドラインを策定
中である。

2 日本水泳連盟
医事委員会 8 7 0 0 0 0 0 国内主要大会への救護ドク

ター派遣、トレーナーブース
の設置

主要国際大会・合宿への帯同ドク
ター。トレーナーの派遣

JISSとの連携のもとでの特異的メ
ディカルチェックを実施、ジュニア合
宿でのストレッチ、補強トレーニング

ジュニア世界選手権等へはドク
ターのみ派遣、合宿にはトレー
ナー派遣し上記の活動を実施

アンチドーピング委員会との連
携のもと大会でのスタッフ派遣

ジュニア合宿においてアンチドーピング関
連の講習を実施

水泳コーチ研修会に講師派遣
JISSクリニックとの連携によって障
害データ集計研究の実施経験あり

なし なし
 腰部障害低減に向けた調査、研究、対策考案、対策実施を行って
いる。

3 日本サッカー協会

スポーツ医学委員会 10 1

都道府県医学委員会にて対
応

ドクターおよびトレーナーの派遣を
実施

暑熱対策、予防接種、高地対策、形
態測定・採尿等による疲労度チェッ
ク、

ナショナルチーム同様、ドクター
およびトレーナー派遣を実施

アンチ・ドーピング部会
アンチ・ドーピング部会
Jリーグ、なでしこリーグ、Fリーグチームに
対する説明会の開催

公認指導者養成講習会時のカリキュラム
として、医学の講座を実施

日本体育協会との共同研究調査と
して、Jリーグ、なでしこリーグ、F
リーグ等において競技中の傷害事
例調査を実施

ユース育成事業へのドクター派
遣（含・メディカルチェックの実
施）

■サッカードクターセミナー、ア
スレティックトレーナーセミナー
を開催し、多くのドクター、トレー
ナーとの情報の共有化
■スポーツ医学委員会年次報
告書の発行

 ■Jリーグ、JFL、Fリーグの選手のメディカルチェックを義務化
■高校選手権出場選手のメディカルチェックを義務化■1級審判員
のメディカルチェックを義務化
■FIFA11＋を普及・促進し、injury preventionを実施
■日体協との共同研究・調査により、injury surveillenceを実施
■AEDの普及
■CPR講習会開催
■脳振盪に対する指針の策定

4 全日本スキー連盟

5 日本テニス協会 医・科学委員 11 4 0 5 0 1 1 薬剤師 全日本選手権国際トーナメ
ント等

デビスカップ・フェドカップ・オリン
ピック

ナショナルチーム内のテクニカル
サイエンスサポート部会の中で活
動している

なし あり 選手に対する講習会
テニスメディカルセミナーの開催（3回/
年）
コーチ講習会での講義

日本選手権・ジャパンオープン・
全日本ジュニアでの障害調査

メディカルチェック等で参加し
ている

なし
夏のトーナメントでの熱中症予防
障害についてはまだ統計をとっている段階

6 日本ボート協会

医科学委員会 7 6 0 4 1 1 1 艇の構造に
関する部門

協会主催の大会の会場医１
名、看護師１名の配置

大会には必ず体協認定ＡＴを派
遣。世界選手権、オリンピックには
ドクターも帯同する

JISSと医科学スタッフが協力して有
酸素能力測定を行っている
ＡＴと連絡を取り、コンディションの調
整を行っている

ＡＴやドクターを派遣する場合も
ある。

１名をＮＦ代表とし、会場の準備
や検査の立会いを行っている

指導者講習会での講習を行っている。
ホームページにドーピングに関する情報を
出している
アウトリーチプログラムの実施に協力して
いる

年に１-２回、内外の専門家による講習会
を行っている
（平成２４年　選手の心を強くして勝利す
る）
　千葉大学　精神神経科　伊豫教授
減量法に関する講演会の実施（栄養ス
タッフ）
全日本選手権会場での、計測装置付きエ
ルゴメーターので測定と結果分析の提示
エルゴメーターを用いたトレーニングの方

軽量級の減量に関する現状の調
査、報告を行い、正しい減量法につ
いて解説した。（月刊rowing）

２５年３月の全国中学校選抜選
手権で、栄養士による父兄に対
する栄養指導講演を行う。
選手に対しては、ＡＴによるセル
フケアー指導を行う予定

特になし
 安全対策は、別に協会内で安全委員会が組織されており、事故の
情報収集や対策を行っている。

7 日本ホッケー協会 情報・医・科学委員会 3 5 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○  マススピース着想　高温時の飲料、試合中も認める

8 日本アマチュアボクシング連盟

9 日本バレーボール協会

強化事業本部　メ
ディカル委員会

30 10 5 2

国内開催の国際大会への会
場ドクター派遣
国内トップリーグであるVプレ
ミアムリーグへの会場ドクター
派遣

ディカル委員会の主な活動であり、
国際大会は全試合に、国内でも国
際大会は全試合にチームドクター
を派遣している。
対象はナショナルチームいわゆる
フル代表の全日本シニア男女、ユ
ニバ男女、ジュニア男女、ユース男
女チーム選手、スタッフでありドク
ターを全チームに派遣している。
年間で約１５名のチームドクターが
約１００日間遠征に帯同している。
年間約１００件発生している傷害の
みならず、年間約１００件の内科的
問題にも対応している。

年頭の男女シニアチーム、ユニバ
チームのメディカルチェック、合宿内
外のメディカルサポート、
男女別、年代別（シニア、ジュニア、
ユース）に担当ドクターグループを形
成している。
ナショナルチーム選手はほぼ全員が
プロではなく、本来の所属チームが
存在する。
ドクターは合宿すべてに参加するの
が時間的に難しい。そのため常時帯
同しているメディカルトレーナーと（主
に電話）連携を取り合宿先で起こった
問題に対処している。主要な地域に
はメディカル委員会協力ドクターが存
在して、地方での対応を依頼してい
るがまだまだ不十分である。
各所属チームのトレーナーとナショナ
ルチームメディカルスタッフとの連絡
会を設けているが、回数などまだま
だ不十分である。

毎年ジュニア、ユース男女のアジ
ア選手権、世界選手権が開催さ
れているので、遠征（合宿）に帯
同してメディカルサポートを行なっ
ている。

メディカル委員会とは別にアン
チドーピング委員会（AD）が設
置されている（メンバーは重複
あり）。
Vプレミアリーグの大会におけ
るドーピング検査サポートを行
なっている。
約６年年前より有志ドーピング
委員によるドーピング関連問題
の（個別）質問事項の返答を行
なってきており、この結果は協
会HPにも掲載している。
質問数は膨大であるが、有志ド
クターの草の根活動であり、重
要であると感じている。

AD有志がナショナルチームのアンチドー
ピング活動のサポートを各チームドクター
と連携して啓発活動を行なっている。バ
レーボール協会ドクター作成のバレー
ボール選手向けのアンチドーピング小冊
子を作成配布してきた。

年間３回、全国レベルでの指導者講習会
があり、障害予防目的で講師参加してい
る。
約１２年まえからバレーボール傷害啓発
活動の一環としてまんが・イラストによる
障害予防本“バレーボール１１９”を作成
してきた。ドクターの自費で１万冊作成し
て全国の地域協会や指導者・選手に配布
してきた。現在は日本協会のHPに掲載し
て自由に閲覧できる。

（競技歴の長い）シニアナショナル
チーム選手がバレーボール競技の
究極の障害モデルと仮定して、
メディカルチェック時に横断的に肩、
腰、足関節などの傷害チェックを重
点的に行なっている。
まだまだ時間、費用、人的面ですべ
ての男女チームやジュニア世代に
までは及んでない。

長身選手発掘の一環として、
JISS土肥ドクターのご指導の元
で小学生エリートアカデミー選手
を対象として調査中である。
タレント発掘にはメディカルメン
バーは直接には関与していな
い。

ジュニア期、大学生有望選手の
多くに傷害のみならず栄養問題
が存在しているように見受けら
れる。
金の卵であるジュニア期選手の
体調管理、障害予防には指導
者への啓発活動が急務である。
しかしその機会は僅かである。
NFがその必要性を理解して、率
先して啓発活動をテーマとして
行なう時期が来ている。

バレーボール競技はコンタクトスポーツではありませんがジャンプ
着地、空中でのアッタクなど非生理的な試技が多い競技です。肩
（インピンジメント症候群、棘下筋萎縮）、腰（腰痛、椎間板変性）、
膝（ジャンパー膝、半月板損傷）、足首（繰り返しの足関節捻挫、衝
突性外骨腫）、手指（いわゆる突き指、脱臼、骨折、靭帯損傷）には
特異的に傷害が多く発生している。この傾向はジュニア期から認め
られるため傷害予防目的で、指導者や選手への啓発活動がメディ
カル委員会の責務と感じる。ただしNFがその価値・必要性への理
解と協力を前提とします。
前述の障害予防啓発本まんが　“バレーボール１１９”　の英語版
“Volleyball 911”およびフランス語版を２年前に作成した。現在世界
レベルでの障害予防活動を、日本のバレーボールメディカルより発
信しはじめている。
日本協会の英語HPにも英語版解説を今年から掲載し始めた。

ドクター・トレーナーの啓発、情報共有目的で、バレーボール競技
に特化した問題に対してナショナルチームで発生した外科的、（集
団インフルエンザなど）内科的問題をテーマに、スポーツ医学会で
報告活動を行なってきている。
これらを継続することにより、直接トップクラス選手を診ることがな
い参加者が、さらに地域での啓発活動に活用できることを望んでい
る。

10 日本体操協会 アンチドーピング・医
科学委員会

18 3 2 3 コーチ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 日本バスケットボール協会
医科学委員会 57 9 8

会場ドクターの手配
帯同ドクター・トレーナーの派遣・
選任トレーナーの配置

強化担当者の選任・メディカルチェッ
ク・科学研究のサポート

帯同ドクター・トレーナー・選任ト
レーナーの派遣

ドーピング検査担当者の選任・
検査の立案・NF
Representativeの設置

各カテゴリー・各リーグで講習会開催
JADA教育啓蒙担当と連携
アウトリーチプログラムを実行

各カテゴリー・各リーグで講習会開催
JADA教育啓蒙担当と連携

外傷予防プログラム作成・実行・結
果解析

エンデバープログラム・ビッグマ
ンキャンプへのトレーナーの参
加、医科学への相談窓口の設置

医科学委員会を年３回開催
トレーナー部会は年２−３回開催
トレーナー勉強会を年１−２回開

 膝の前十字靭帯の予防について女子のトップリーグでは予防プロ
グラムを実践している。現在は下部ディビジョンにおける研究を計
画中。

12 日本スケート連盟 医事委員会 4 1 5 連盟役員5名 ある ある ある ある ある ある ある ある ある なし  強化合宿等で選手に講義を行っている。

13 日本レスリング協会
スポーツ医科学委員
会

15 11 10 1
別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙 別紙

14 日本セーリング連盟
医事科学委員会 7 3 3 1 2 1 1 薬剤師

救護所の設立および救護活
動

トレーナーの帯同派遣
管理栄養士による栄養管理
急病に対するコンサルト

トレーナーの帯同派遣 DCO、NAとしての参加 指導者（監督、コーチ等）、競技者に講習 国体、指導者養成講習での講義 なし なし なし

 セーリングの競技特性として、日を遮ることができない状況下（海
上、湖上、ハーバーなど）でレースや待機をしなければいけない、
また水分補給が十分行えないということから熱中症対策に力をい
れている。

15 日本ウエイトリフティング協会

16 日本ハンドボール協会

１）医事専門委員会
２）情報科学専門委員
会

16 医事委
員会所
属トレー
ナー部
会の人

1 情報科学
委員会に
スポーツ
科学１６
名

2 0 薬
剤
師
３

JAPAN CUPにおいて救護ス
タッフの配置を行う。

監督の要請に応じて、ドクター／ト
レーナーの帯同派遣を行う。

合宿時のメディカルチェックと救護（ド
クター／トレーナー）。情報科学によ
る試合解析。

監督の要請に応じて、ドクター／
トレーナーの帯同派遣を行う。

ICTにおいてNFrとして対応。
各カテゴリー日本代表のNTCでの合宿時
にJADAに依頼して啓蒙活動を行う。

NTSトレーニング時に栄養士による実態
調査と食育を行う。

JISSと共同作業で外傷／障害デー
ターベースを構築中。
情報科学によるACL損傷時の動作
解析よる発生メカニズムムの検討。

NTSセンタートレーニングにおけ
るメディカルチェックおよびスト
レッチング等の指導（医事委員
会）、体力測定（情報科学）を
行っている

審判部と共同で「試合中におけ
る審判員の身体状況とパフォー
マンス変動」について調査研究
中。

 NTSセンタートレーニングにおけるメディカルチェックを行い、デー
ターベース化を行うことで選手を縦断的に把握可能となる取り組み
を行っている。

17 日本自転車競技連盟
医科学部会 1 1 0 7 1 1 全日本選手権大会において

医事サポートあり

強化合宿、国際大会の遠征におい
ては、メディカルスタッフが常に帯
同している

強化合宿・大会等のトレーニングメ
ニューアドバイス、トレーニングデー
ターの解析

ジュニア・ユースのメディカルス
タッフの帯同派遣無し

国際大会遠征に帯同し、ドーピ
ング検査に立ち会う

強化合宿等においてドーピング防止に関
する講義を行う

強化合宿に参加し、指導者・競技者との
意見交換を行う

無し
タレント発掘、育成合宿におい
て、トレーニングメニューのアド
バイスとデーターの解析を行う

常用サプリメントにおける点検と
アドバイス

 トレーニング前の装備の点検・確認と体調面の確認を行い、走行
中の精神集中を指導する

18 日本ソフトテニス連盟

医科学部会 5 3 5 1 3

なし。大会主管地にて救護係
を設置しているが、中央競技
団体からの派遣はしていな
い。

新チーム発足後の初回の合宿で
は必ず医師を派遣してメディカル
チェックを実施している。全ての合
宿に帯同はしていないが、必要に
応じて派遣している。

強化チームスタッフおよび強化委員
会との連携により、選手強化に必要
なサポートを協議し実施している。メ
ンタルトレーニングや、試合映像等の
分析とフィードバックで効果をあげて
いる。

なし。

医科学部会にはDCOおよびシ
ニアDCOの資格所持者が3名
おり、競技の特性なども熟知し
ているため、検査実施大会では
大会運営側との調整がスムー
ズにいっている。

これまで医科学部会にて対応していたア
ンチ・ドーピング活動について、平成24年
度よりアンチ・ドーピング委員会を設置し
た。DCO資格所持者、スポーツファーマシ
スト、強化チームトレーナーらをメンバーと
して、アンチ・ドーピング教育を推進してい
る。

毎年「医科学研究報告書」を発行してお
り、各都道府県連盟や関係者に配布して
いる。

医師とトレーナーよりその必要性に
ついて提案されており、今後の活動
計画として考えている。

競技者育成プログラムを実施し
ており、必要に応じて講師派遣を
検討する。

医科学部会として、医学、科学、
トレーニング、メンタル強化、ア
ンチ・ドーピングと多岐に渡った
業務があるため、以前より人員
を補充した。

 競技特有の事例を調査していく計画があり、今後に検討をして進
めていく予定。

19 日本卓球協会 スポーツ医・科学委員
会

9 2 0 9 3 2 1
流体力学研究
者

世界選手権大会、プロツ
アーなどの国際大会におけ
る医務室担当、救急対応な
ど

世界選手権、アジア選手権、世
界ジュニア、アジアジュニアへの
医師、マッサーの帯同
プロツアーなどのほとんどの海
外遠征へのマッサーの帯同。

情報戦略グループの一員としてス
ポーツ科学の立場から対戦相手
の情報収集、分析を行い、強化に
役立てている。
ナショナルチーム選手の疾病情報
の管理を医科学委員会で行って
いる。

世界ジュニア、アジアジュニア
への医師、マッサーの帯同。
プロツアーなどのほとんどの海
外遠征へのマッサーの帯同。

TUE提出に際してのサポート
IFへの提出については全面
サポート
海外での検査に際しては帯
同ドクターが同伴。

居場所情報提出に関するチェック作業
ナショナルチーム
　使用薬剤の電話での問い合わせへ
対応
　受診医療機関の医師と薬剤選択に
ついて電話相談
ナショナルチーム以外
　mailによる問い合わせへの対応

コーチ研修会での講演
　アンチ・ドーピング、心理、栄養、運
動生理
選抜中学生・指導者講習会での講義
　心理、栄養、障害予防

医科学委員会の研究として、小
学生の障害調査

エリートアカデミー候補選手の
メディカルチェック

なし
競技開始年齢の低年齢化が進んでおり、小中学生の障害調
査、その結果の指導者へのフィードバックに努めております。

20 全日本軟式野球連盟

医科学委員会 2 1 2 専務理事、
常務理事

なし なし なし

 小学生、中学生対象の全国大会でのメディカルサポートを本連盟
医科学委員会及び日本理学療法士協会の協力のもと、平成24年
度大会より実施し、選手のウォーミングアップ、クールダウン指導を
行っている。また平成25年度より、運動器10年・日本協会の協力を
いただき、全国9ブロック11会場にて成長期にある子供達のスポー
ツ障害防止に関する講習会を登録チーム指導者に対し開催する予
定としている。

21 日本相撲連盟

22 日本馬術連盟
スポーツ医科学委員会 7 1 競技者アン

チ・ドーピング
担当

Yes No No No
Yes Yes Yes

No No 特になし  特になし

23 全日本柔道連盟

医事委員会

国内大会における救護ドク
ターの配置により、医科学的
側面からの安全性の確保に
努めている

国際大会・合宿へのチームドクター
の派遣をサポートし、充実した選手
の健康管理、傷害予防、治療等を
行うとともに、アンチ・ドーピングの
啓発等に努め、選手が最高のコン
ディションで試合に臨めるようサ
ポートしている

国際大会・合宿へのチームドクター
の派遣をサポートし、充実した選手
の健康管理、傷害予防、治療等を行
うとともに、アンチ・ドーピングの啓発
等に努め、選手が最高のコンディショ
ンで試合に臨めるようサポートしてい
る

国際大会・合宿へのチームドク
ターの派遣をサポートし、充実し
た選手の健康管理、傷害予防、
治療等を行うとともに、アンチ・
ドーピングの啓発等に努め、選手
が最高のコンディションで試合に
臨めるようサポートしている

医科学委員会だけでなく、アン
チドーピング委員会でもサポー
トを行っています

医科学委員会だけでなく、アンチドーピン
グ委員会でもサポートを行っています

柔道の安全面からケガの防止、とくに重
度外傷である頭部外傷、頸部外傷の発
生のメカニズムの研究と防止対策、柔道
指導者、柔道教育現場指導者、担当教
員、柔道選手、生徒等に対する安全啓発
活動を行っている

柔道の安全面からケガの防止、とく
に重度外傷である頭部外傷、頸部
外傷の発生のメカニズムの研究と
防止対策、柔道指導者、柔道教育
現場指導者、担当教員、柔道選
手、生徒等に対する安全啓発活動
を行っている

柔道の安全面からケガの防止、
とくに重度外傷である頭部外傷、
頸部外傷の発生のメカニズムの
研究と防止対策、柔道指導者、
柔道教育現場指導者、担当教
員、柔道選手、生徒等に対する
安全啓発活動を行っている

柔道選手にみられる皮膚真菌
症の予防に関しても、継続して
研究・啓発を行っている

 柔道における重度外傷には、頭部外傷、脊椎損傷等がある。医学
的立場から頭部外傷の対応マニュアルを作成し頭部外傷の発生の
メカニズム、予防に関しての研究を行っているが、これらに加えて
頭部外傷、頸椎外傷の予防のための安全な受身の研究も行ってい
る。
脳震盪についても柔道で発生した脳震盪事例の調査を行ている。

24 日本ソフトボール協会

医事委員会 6 0 0 0 0 0 0

なし なし メディカルチェックを行う なし DCOを派遣している
毎年、2つの強豪の高校に対しては説明を
行う。
また、メディカルチェック時に説明を行う。

指導者講習会にて、啓発を行う。 なし

中学生、高校生の優秀選手を外
国チームとの対外試合を行う。と
きに、外国への派遣も行う。
各県の優秀な中学生を集め、指
導を行っている。

なし  なし

25 日本フェンシング協会
情報戦略部会・ト
レーナー部会

1 8 0 6 0 0 医師、看護師、トレーナーを
大会規模に応じて派遣

マルチサポートと連携をとり派遣 マルチサポートと連携をとりサポート ユニバーシアード以外派遣なし
ICTは年間３回NFRepにて協力
（検査についてはJADA委託）
RTPAについては別途指導

JADAアウトリーチ（１月JOC杯）、ドーピン
グ防止講習会（NT対象、NAVIキャンプカ
テゴリー別・指導者講習会にて定期実施）

協会ホームページにて情報公開　DVD教
材の作成

NAVIキャンプにて競技に特化した
フィジカルテストを継続中（キャンプ
中に即時フィードバック指導）

福岡、山形、和歌山、秋田県と連
携実施　その他年１回の合同研
修会実施

特になし
 障害予防としてJISSフィジカルトレーナーのもと体幹のトレーニン
グを中心に行っている

26 日本バドミントン協会

27 全日本弓道連盟
医事委員会 5 1 3 薬剤師、看

護士、救命
士

医師、看護師等の有資格者
に救護委員を依頼、競技会会
期中は会場にて待機

特段ございません 特段ございません 特段ございません 特段ございません
平成２４年度本連盟が委嘱する講師へ
ドーピング等に係る講演を行った。

平成２４年度本連盟が委嘱する講師へ
ドーピング等に係る講演を行った。

特段ございません 特段ございません 特段ございません

 弓道は他競技と比較した場合、怪我の少ない競技であると言える
が、事故の可能性という観点から考えると「まさか起きないだろう」
というところから事故は起こる。施設の安全管理や、日々の注意で
防ぐことができる事故は未然に防ぎたい。

28 日本ライフル射撃協会
選手強化委員会医
科学部会

10 2 1 4 鍼灸師、看
護師等

なし
オリンピック、ワールドカップ、アジ
ア大会等への帯同

健康診断、くすりの相談など なし 競技会検査時のスタッフ派遣
講習会の開催、公認コーチ講習会での当
該分野における講師

上記に準ずる なし なし なし  特になし

29 全日本剣道連盟

30 日本近代五種協会

スポーツ医科学委員
会

6 1 2 4 1 0 0

大会・記録会実施時には医科
学委員会のメディカルスタッフ
が救護所を配置し対応してい
る。

１、ロンドンオリンピック大会には協
会独自で整形外科医１名を実地観
察で派遣した。
２、アジア選手権（台湾・高雄）に
は、アスレティックトレーナーが帯
同した。

１、年に１回強化指定選手のフィット
ネスチェック・メディカルチェックを実
施。
２、強化指定選手以外の選手に対し
てチェックテストを実施。

アジア選手権にジュニア選手を派
遣した際、アスレティックトレー
ナーが帯同した。

全日本選手権時にシャペロン
を配置。事前に講習会で教育し
た要員を実配置し、大会役員
全体に啓蒙した。

全選手・スタッフに対してＪＡＤＡ依頼の講
師による教育を実施した。

ＪＩＳＳにおけるフィットネスチェック・メディ
カルチェック時にチームコーチが帯同し、
教育内容を実視、能力向上をはかった。

傷害予防・コンディショニングのため
に、大会・記録会・練習時の傷害発
生件数、種目ごとの傷害などを調
査・分析を実施。

埼玉県にジュニア選手（高校生）
１名を確保し、朝霞地区で小・中
学生を育成している。

近代五種シニアの強化には、
ジュニア（小・中学生）のタレント
発掘および大学生の強化が必
要。ジュニア世代からセルフコン
ディショニングの習慣をつけ自
立した選手の育成につながるよ
う教育・育成していくサポート体
制を構築することが急務。

 メディカルスタッフの強化拠点への配置が男子トレーナーだけでな
く、女子専任トレーナーを発掘・養成し配置する。

No 団体名 ①競技会医事サポート ②ナショナルレベル競技会などへのメ
ディカルスタッフ帯同派遣名称

④ｼﾞｭﾆｱ･ﾕｰｽ世代チームの競技会な
どへのメﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌの帯同派遣

③ナショナルチーム強化等に関する
医・科学サポート

Q２． 団体におけるスポーツ医・科学サポート活動内容

⑥ドーピング防止に関する活動 ⑨有望競技選手のタレント発
掘・育成への関与

⑩その他 Q３．団体における安全対策、外傷・障害予防の取り組み
Q１．スポーツ医・科学関連会議体・組織の設置の有無

⑤ドーピング検査サポート ⑦ｽﾎﾟｰﾂ医・科学に関する啓発活動 ⑧外傷・障害予防などに関する
調査・研究

Q２． 団体におけるスポーツ医・科学サポート活動内容



医師 トレーナー 歯科医 スポーツ科学 栄養 心理 その他 その他の内容 設置予定 予定年

No 団体名 ①競技会医事サポート ②ナショナルレベル競技会などへのメ
ディカルスタッフ帯同派遣名称

④ｼﾞｭﾆｱ･ﾕｰｽ世代チームの競技会な
どへのメﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌの帯同派遣

③ナショナルチーム強化等に関する
医・科学サポート

Q２． 団体におけるスポーツ医・科学サポート活動内容

⑥ドーピング防止に関する活動 ⑨有望競技選手のタレント発
掘・育成への関与

⑩その他 Q３．団体における安全対策、外傷・障害予防の取り組み
Q１．スポーツ医・科学関連会議体・組織の設置の有無

⑤ドーピング検査サポート ⑦ｽﾎﾟｰﾂ医・科学に関する啓発活動 ⑧外傷・障害予防などに関する
調査・研究

Q２． 団体におけるスポーツ医・科学サポート活動内容

31 日本ラグビーフットボール協会

メディカル委員会 8 3  脳震盪をターゲットに重症頭部外傷の撲滅を目指している。現場
での脳震盪／脳震盪の疑いの判断の明確化、競技・練習参加禁
止期間の明示、競技復帰プロトコルの明示を行い、報告書提出の
徹底を図っている。

32 日本山岳協会
医科学委員会 16 3 3 1 コンデイショニング、（必要が

あれば）服薬指導、
TUE をサポート

トレーナーが帯同することもある。
JISSに委託してトップクライマーの体
力測定を定期的に行って競技力向上
をはかる。

なし なし
機会をとらえてドーピング防止思想の普
及・啓発・教育をおこなっている。

競技者へのあんけーと調査の結果の基
づいて、個別にアドバイスをおこない競技
力向上を図っている。

障害予防について過去の調査に基
づき啓発している。

なし なし  ジュニア世代では骨の成長を考慮して指導する必要がある。

33 日本カヌー連盟
理事・医科学委員
会、アンチ・ドーピン
グ委員会

7 2 1 3 薬剤師 ドーピング検査、啓蒙　トレー
ナーによるコンディショニング
講義　熱中症、インフルエン
ザの注意勧告掲示

ドクター帯同　平成19年ドイツ世界
選手権　平成20年日韓親善合同
合宿（韓国・沖縄）　世界大会、オリ
ンピックにトレーナー帯同

乳酸検査の協力
平成20年日韓親善合同合宿（韓
国、沖縄）

４主要大会にてドーピング検査
試行

主要大会にてドーピング注意の掲示　ＪＡ
ＤＡとタイアップしアンチ・ドーピング啓蒙

大会時主にジュニア選手の医療相談
平成7年関西学生カヌー選手権時
アンケート調査　平成8年全日本カ
ヌー選手権時アンケート調査

主にジュニア選手の医療相談 薬のドーピング相談
 学生大会における長距離競技時ライフジャケット装着義務付け
てんかん、喘息等レースにて症状悪化するような疾患の届出義務
付け

34 全日本アーチェリー連盟
医事員会（医科学研
究部会・アンチドーピ
ング部会）

2 6 薬剤師1、専
門委員5 あり なし あり なし あり あり なし なし あり なし  夏季屋外での大会では、熱中症対策に特に配慮している。

35 全日本空手道連盟

36 日本アイスホッケー連盟

医科学・安全管理委
員会

18 2 1 0 0 0 0 0
リンクドクター、安全管理に関
わる備品の整備

世界選手権、JOC主催の大会には
原則として医師+トレーナーが帯同

トレーナーが中心となり、障害予防の
ためのトレーニング指導などを行って
いる

トレーナーが原則帯同

全日本選手権、国体など、ドー
ピング検査が予定される競技
会にはNF-Repの派遣を行って
いる．

競技会や遠征に合わせ、選手に対し適宜
啓発活動を行っている．

石田が国際アイスホッケー連盟の医事委
員も兼任しているので、同連盟からの情
報を速やかに指導者、競技者に伝達する
よう心がけ、NationalとInternationalの活
動が常に同期するように努力している

脳震盪、脊椎損傷など重大事故に
関するサーベイランスシステムを近
日中に立ち上げる予定

若手選手を中心として行っている
ヤングリーグにおけるサポート活
動

特になし
 脳震盪に関する取り扱い基準、施設安全管理基準の策定をすす
めており、近日中に公表の予定．

37 全日本銃剣道連盟
ドーピング防止委員
会

2 1 1 大会時に発生する外傷・障害
の応急処置や後送手配を
行っている。

ナショナルチームがないので実施
していない。

ナショナルチームがないので実施し
ていない。

ジュニア・ユースチームがないの
で実施していない。

今後実施を計画している。
ドーピング防止活動を協議会で実施する
ように、具体的に実施計画を作成中であ
る。

年1-2回指導者講習会で講演を実施して
いる。また、連盟の機関誌にスポーツ科
学に関する普及記事を掲載した。

外傷・障害に関する学会報告、論
文掲載をおこなった。

特に行っていない。 なし  防具の安全性に関する検討を行っている。

38 日本クレー射撃協会
医科学アンチ・ドーピ
ング委員会

1 5 歯科技工士含
め6名体制 ドーピング検査実施時のみサ

ポート。

医科学の委員長が歯科技工士で
あり、団長を務めているときは帯同
している。

現在行われていない。 現在行われていない。
検査実施時のみサポートを
行っています。

強化合宿時に1年に1回くらいのペースで
対象選手へJADAより講師招聘し防止活
動を行っている。

ドーピング小冊子の大会開催時の提供や
総会開催時の役員への配布等行ってい
る。

現在行っていない。
歯科技工士が帯同し、歯のかみ
合わせ等検査している。

今後、スポーツドクターとして登
録されている14名の方にも医療
の観点からも協力依頼を予定し
ている。

 クレー射撃は、散弾銃を扱いますが、免許取得時に安全管理につ
いては学びますが、今後スポーツドクターとの連携を図り、外傷・障
害予防特に屋外競技なので夏場の熱中症対策等についても指導
者や選手に講義を行いたいと考えている。

39 全日本なぎなた連盟

40 全日本ボウリング協会
医科学委員会 4 1 日本アンチ・

ドーピング機構
DCO

地域担当スポーツドクター等
の派遣

なし
強化委員会と連携し、強化合宿等に
おける選手の体力・体調管理と指導

なし
JADAと連携して競技会等にお
けるドーピング検査に担当理
事、事務局を派遣

加盟都道府県競技団体へ資料提供、ナ
ショナルチームやジュニア強化選手に対し
て合宿等での指導

指導者研修会等におけるJADA講師や栄
養管理士の派遣・指導依頼、資料提供

なし なし なし  なし

41 日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟 予定有 2014

今まで大会において競技当
日にはドクターを運営組織の
中にいれて会場に常駐させて
いましたが、公式練習時も常
駐する方向になりました。

なし

会場のスパイラルはナショナルトレー
ニングセンターに指定されており、
医・科学スタッフがいて滑走映像等
サポートしております。

なし
全日本選手権にあわせてドー
ピング検査を実施しています。

JADAを通じて選手への資料の配布と全
日本選手権にあわせてアンチドーピング
の講習を実施したいます。

なし なし
下部組織である都道府県連盟で
体験スクールはじめ各種イベント
を実施しています。

なし  なし

42 日本野球連盟
競技力向上医科学
部会

3 5 0 0 0 0 0 都市対抗、日本選手権の2大
会における救護スタッフの配
置

全日本アマチュア野球連盟を通じ
ての医師・トレーナーの派遣

全日本アマチュア野球連盟によるサ
ポート

昨年度のU15アジア選手権で初
めてドクターを派遣（全日本アマ
チュア野球連盟として）

都市対抗、日本選手権の2大
会において

全日本の強化合宿において、帯同予定ド
クターが講義を行っている（全日本アマ
チュア野球連盟としての活動）

指導者研修会に際し、コンディショニング
スタッフ研修会を同時開催しているが、指
導者・競技者を対象とした啓発活動は

特になし なし
ナショナルチームのサポート
は、全日本アマチュア野球連盟
の医科学部会が担当している

 肘・肩の投球障害予防のための活動を企画しているが、連盟主導
の形になっていない

43 日本綱引連盟

医科学委員会 1 0 0 0 0 0 2 総務担当理事
1名、事務局
員1名 なし。 なし。 なし。 なし。

JADAと協力して、年1回、全日
本綱引選手権大会の時に競技
会内検査を行っている。（医科
学委員がリードDCOを務めてい
る。）

「知っておきたいアンチ・ドーピングの知
識」という手引書を作成し、ホームページ
に掲載している。JADAのホームページも
参照するようにアナウンスしている。

なし。 なし。 なし。 なし。  現状では特にありません。

44 少林寺拳法連盟 予定無 なし なし なし なし なし

各種大会等のパンフレットや、当連盟主催
の各種行事の資料等において、ドーピン
グ禁止について呼びかけを行う文書を掲
載し、ドーピング防止について呼びかけを

なし
頭部外傷についての調査・研究を
行っている。

なし なし
 頭部外傷についての調査・研究を行い、練習や大会における安全
性確保について周知し、事故防止について呼びかけを行っている。

45 日本ゲートボール連合

46 日本武術太極拳連盟

47 日本ゴルフ協会
48 日本カーリング協会

医科学委員会 2 2 4 薬剤師、公
務員

コンディショニング調査
服薬調査

なし トレーナー派遣 なし DCO派遣 指導者講習会での講師
指導者講習会でのトレーニング指導
ホームページでの医科学情報の発信

日本選手権参加選手を対象に障害
調査

なし なし
 競技の性質上、外傷の発生はほとんどありません。
膝、腰の障害が特有と考えられます

49 日本パワーリフティング協会

50 日本オリエンテーリング協会

51 日本グラウンド・ゴルフ協会 予定無
大会に救護スタッフを配置し
ている。

なし なし なし なし なし
１年間に４回発行する協会機関紙におい
て、本スポーツドクター２名に交代で寄稿
していただいている。

なし なし なし

 会員に本スポーツドクターのアドバイスにより「緊急連絡先、血液
型、既往症、常備薬、アレルギー、かかりつけの医療機関」につい
て記載する会員証を配布し実際に効果を得ている。また、普及指
導員養成講習会にてスポーツドクターによる「安全対策」について
の講義をしている。

52 日本トランポリン協会

53 日本トライアスロン連合

メディカル委員会、ア
ンチドーピング委員
会、情報戦略・医科
学委員会

8 3 0 8 0 0 2 情報収集、
ジュニア指
導

日本トライアスロン連合主催
大会の医療救護体制の構築
に関する助言指導を行い、医
師や看護師派遣、後方医療
機関の確保について競技役
員、審判、大会運営スタッフと
の連携を図っている。特に世
界トライアスロンシリーズ横浜
大会や日本選手権はメディカ
ル委員会医師が直接医療救
護にあたっている。

医師の派遣は定期的に実施できて
いない。ロンドン五輪のみ帯同。ト
レーナーや情報戦略・医科学委員
会スタッフの派遣は定期的に実施
している。

主に情報戦略・医科学委員会スタッ
フが担当し、国立スポーツ科学セン
ターと連携して実施している。

医師の派遣は定期的に実施でき
ていない。トレーナーや情報戦
略・医科学委員会スタッフの派遣
は定期的に実施している。

日本選手権、世界トライアスロ
ンシリーズ横浜大会などにおい
て、日本アンチ・ドーピング機構
と連携しサポートを実施してい
る。

毎年、日本トライアスロン連合主催のコー
チ・シンポジウムにおいて指導者・選手に
対する教育啓発活動を実施している。

上記コーチング・シンポジウムならびにト
ライアスロン研究会を実施している。

過去に委員が個別に実施してきた
が、現在当連合として取り組むよう
調整中である。

オフシーズンに強化指定取得の
ための記録会を全国各地で定期
的に行い、発掘を行っている。ま
た指導者養成委員会、強化チー
ムなど、当連合の複数の委員会
が連携し、国内をブロック単位に
分けて拠点整備を行い、育成を
サポートしている。

現在、メディカル委員会とアン
チ・ドーピング委員会は、共同で
遂行する業務内容が多く、ま
た、情報の共有化も必要であ
り、組織を統一したほうが業務
の効率化が図られるとの理由
で、2013年度より統合する予定
になっている。

 　これまで個別に実施されてきた安全対策に関して、現場の意見
を集約すべく２０１１年にメディカル委員会と大会審判役員が合同で
メディカルミーティングを２回実施し、２０１２年には大会運営シンポ
ジウムを開催した。この中で出た意見をもとに、過去に作成された
医療救護指針の改訂を２０１３年度に向けて行っている。競技中の
外傷・障害に対しては、特に水泳中の事故や熱中症などの重症事
例について検証を行い、安全管理・安全教育両面からの取り組み
を行っている。

54 日本バウンドテニス協会

55 日本エアロビック連盟

56 日本バイアスロン連盟 日本バイアスロン連盟 2

自衛隊の救護班（救命士含
む）を設置　搬送車両の準
備、AEDの準備、医師に関し
ては常駐できていないことが
多い

予算及び日程の都合により帯同で
きていない

医学サポートは障害が生じた時点で
対処。科学委員会に手は様々な試み
を試行中

できていない

アンチ・ドーピング委員会の年
間計画により検査の実施、教
育等を行なっている。JADAとの
連携は比較的密にとれていると
考える

アンチ・ドーピング活動に理解を示す協力
者に検査対象競技会の協力を求めてい
る。また、スポーツファーマシストの講習会
参加を促し推薦している。
DCOの資格取得を励行しているが思うよう
には講習会参加等ができていない

年数回の会議を通じ、現場での指導者を
通じて指示しているが、安全管理対策の
ルール作りに関しては国際ルールに準拠
しているため積極的には大きくは動かせ
ない。
国内での化学委員会による調査研究は
現場との連携で動いてはいるが、国際大
会での研究は不足している。

特におこなっていない。今後、助成
の競技会を中心にした体調管理サ
ポートについて検討中である。

おこなっていない

委員会メンバーの後進育成など
に滞りがあると感じている。どう
してもプライベートな時間を費や
さざるをえないことや、協議の認
知度が低いこともあり、興味を
持ってもらえるところまで至らな
いことが課題か

冬期、夏期のトレーニング条件が異なるためそれぞれに対する対
策が必要となると考える。

夏期はローラースキーによる競技となり、転倒による事故に対し、
頭部ヘルメット、カスクの着用、四肢のプロテクターなどの着用を義
務付けるルール作りも必要か。しかし、これもIFも含めた議論が必
要となる。また、熱中症予防の水分補給を競技中はいかにするか。
競技場内に日除けのテントを用意することなどもしているが、その
場の判断で対処している。

冬期は寒冷障害予防、脱水などの予防施策をルールから考えてい
く必要を感じている。
また、安全教育や現場でのサポートに関してはマンパワーの不足
が大きな課題であり、海外遠征、合宿などの帯同も大きな問題であ
る。特にドーピングに関連して遠征時などの持参薬の管理、与薬な
どに関して非常に危ういものを感じて入るが現実問題は現状の踏
襲にならざるを得ない状況である
・今後の課題は安全対策についての危機管理とルール作り
・遠征時、特に海外転戦時の体調管理と与薬問題について

57 日本スポーツチャンバラ協会 予定無

会員に整体師・看護師として
勤務している者がいるため，
大規模な大会の際には，その
者らを中心に応急救護所を開
設し，選手のサポートを行っ
ている。

なし なし なし なし なし なし なし なし 特になし

 さほど選手同士の接触等が発生する余地が少なく，外傷が少ない
競技であるが，まれに手指の接触などが生じるため，選手に籠手
の装着などを呼びかけている。また，柔軟運動の重要性について
は，講習会・大会のたびに，告知啓発を行っている。

58 日本アメリカンフットボール協会

59 日本ローラースケート連盟 予定有 2015 転倒などに際して必要な医療
サポートを準備している。

原則的に可能な場合に帯同派遣
を行う方向性である。

国際試合などに対して、国内のトップ
選手を選抜し、さらなる技術向上の
ためにサポートを行っている。

ジュニアに対しても、将来の活躍
を鑑み、原則的に可能な場合に
帯同派遣を行う方向性である。

必要な場合に、ドーピングの知
識の供覧などを行いつつある。

現時点で、特にこの活動については行っ
ていない。

日本ローラースポーツ連盟には、スピード
やフィギア、ホッケーなどの部門があり、
各領域でスポーツ科学についての啓発活

外傷予防は重要であり、その知識
の啓発などを行っている。

能力がある選手の能力を伸ば
し、将来の選手を育てるように検
討を継続している。

特になし
 常に足首にストレスフルな力がかかり、若い選手層で、中には、足
首を形成している骨の突出などがみられる場合がある。

60 日本ダンススポーツ連盟

ダンススポーツ医科
学研究部

0 0 1 1 0 0 1 薬剤師

必ず、医師、看護師を配置し
ている。

なし
世界チャンピョンのダンスを映像で解
析し、各自の踊りと比較することなど
により、技術の向上を図っている。

なし 実施している。
指導員講師講習会や指導員研修会など
で啓発している。

指導員講師講習会や指導員研修会など
で啓発している。

外反母趾について、靴の専門家等
と調査を進めている。

ダンススポーツのジュニア大会
や自治体が実施しているスー
パーキッズのシステムを利用し
てタレント発掘を行い、それらの
子供たちを、ジュニアアスリート
クラブに集めて育成を行ってい

とくになし
 ダンススポーツでは、腰から下に障害をもたらすことが多い。とく
に、足部では外反母趾になるケースが多きため、足と靴の関係に
ついて調査を進めている。

61 日本チアリーディング協会 予定有 2014 あり なし あり なし あり あり なし なし なし なし
 ルールブックに記載。
安全技術講習会えお開催。

62 日本障害者スポーツ協会

日本障害者スポーツ
協会　医学委員会、
科学委員会

18 8 0 11 7 12 26 動作解析：
13、体力測
定：7、健康
管理：4、映
像技術サ
ポート：2

当協会主催大会である「ｼﾞｬﾊﾟ
ﾝﾊﾟﾗ競技大会」へ医師は医
務員として、ﾄﾚｰﾅｰは大会ﾄ
ﾚｰﾅｰﾌﾞｰｽのｽﾀｯﾌとして派遣
している

ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸをはじめとする総合大会
に選手団帯同医として派遣してい
る。

競技団体強化選手に対し、医学的な
ｻﾎﾟｰﾄでは、大会前のﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸ、
ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞに関する服薬確認等の
指導およびﾄﾚｰﾅｰによるｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝ
ｸﾞ指導を行っている。
科学的なｻﾎﾟｰﾄでは、栄養、心理、動
作解析、体力測定、ゲーム解析の専
門ｽﾀｯﾌによる指導を行っている。

ｱｼﾞｱﾕｰｽﾊﾟﾗ競技大会に選手団
帯同医として派遣している。

医学委員会･ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ部会
の協力・助言のもと、競技会
内・外での検査実施や対象競
技者からの相談対応、各種手
続きを支援している。

医学委員会･ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ部会の協力・助
言のもと、JADAと連携して競技団体ｽﾀｯﾌ
や選手を対象とした講習会への講師派遣
や啓発を行っている。

2005年以降、競技団体の強化ｽﾀｯﾌ、選
手を対象とした医科学研修会（栄養、ﾒﾝﾀ
ﾙ、ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ、動作解析等）を開催して
いる。2012年からは対象に本会公認の障
害者ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁ・ﾄﾞｸﾀｰ・ﾄﾚｰﾅｰを加え、
啓発に努めている。

車椅子ﾊﾞｽｹ・陸上競技・水泳・ｱｰ
ﾁｪﾘｰ・冬季競技などﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技
で施行している。

なし なし

 本会医学委員会により、国際大会への派遣の際に選手・役員対し
てﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸを実施し、安全に渡航、競技を実施するための健康
管理および指導を行っている。また、選手は障害があるため、日常
的な服薬があるため、ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞに関する教育も実施している。
しかし、日常的な競技団体毎の障害、競技特性に応じた要望にき
め細かく対応するため、医・科学ｽﾀｯﾌが各団体に就いて指導がき
る環境整備の構築が現在の課題である。


